
《 児童支援専任より  ☆ 公園利用 編 ☆ 》 

不動丸小学校の周りには、白根公園やあたご公園などのように、大人数で集まるにはもっ

てこいの大きな公園や数人の友達と待ち合わせをして遊ぶのにうってつけの公園が多くあ

ります。それらの公園で、放課後や休みの日に多くの子どもが楽しそうに遊んでいる風景を

見ることができます。そして、これからの季節は、子どももより活動的になり、公園を利用

する機会も多くなると思います。 

 そこで、「だれでも、気持ちよく公園を利用するため」に一人ひとりが何に気を付けて、

どのように行動するのかご家庭で確認してください。 

⑥ 全学級の「配慮を要する児童・保護者」の情報共有を年度当初に全職員に行います。 

⑦ 何かおこったら、臨時の打ち合わせ（朝、夕方等）等で情報共有をして、対応の統一を図ります。 

⑧ スクールカウンセラーと連絡を取り、カウンセリングや気になる児童についての情報共有を行う窓

口になります。 

⑨ 西部療育センターや通級指導教室、特別支援学校等と連絡を取り、専門的なアドバイスを受ける機

会を計画し、進めていきます。 

⑩ 関係機関との窓口になります。外部機関と直接連絡を取るのは、管理職か専任になります。 

⑪ 研修で学んできたことを校内に広めていけるように計画・立案・運営を行っていきます。 

⑫ 暴力行為、反社会的行動、いじめ、不登校など十分な反省と十分な見守りを必要とする場合、臨時

の人権・児童指導部会等を開催し、対応を協議します。 

白根公園のような大きな公園では、遊

ぶ約束をしていない友達や地域の方、中

学生や高校生も利用します。遊ぶ場所や

遊具の使い方では、「ゆずり合い」「お互

いさま」の気持ちが大切な時もあります

ね。 

 そして、公園に持ち込んだものは、責

任をもって持ち帰ったり、片付けたりし

て次に使う人が気持ちよく利用できるよ

うにできるといいですね。 

 また、白根公園は、左の写真のような

場所があります。これから暑くなってき

ます。水辺での遊び方に気を付けて安全

に遊ぶ工夫ができるといいですね。 

あたご公園では、遊具などで遊ぶ子ど

ももいますが、少ない人数で、話で盛り

上がっている子どもも多く見かけます。 

話の内容は様々でしょうが、だれもが

笑顔になるような話題であふれるといい

なと思います。 

また、話が盛り上がりすぎて、帰宅時

間が遅くならないように安全に帰宅しま

しょう。 

【白根公園の様子①】 

【白根公園の様子②】 

【あたご公園の様子】 


